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2月14日から3月7日までの�
22日間�

問 県議会事務局調査課�
 t073-441-3580�
 県議会ホームページ�
 http://www.pref.wakayama.lg.jp/�
 prefg/200100/www/

議決結果・意見書等�

概　　　要�

平成19年度和歌山県一般会計予算等�

津波防災教育センター津波映像シアター設置及び管理条例等�

平成19年度建設事業施行に伴う市町村負担金について等�

和歌山県教育委員会の委員の任命につき同意を求めるについて�

和歌山県行政に係る基本的な計画の議決等に関する条例等�

医師・看護師不足対策に関して国に対して意見書提出を�
求める請願書等�

日豪EPA交渉に関する意見書�

ヨハネス・クヌッセン機関長の遺徳を顕彰する決議�

結果�

可決��

�

同意�

可決�

継続�

可決�

項　　目�

知事提出の予算案件�

　　〃      条例案件�

　　〃      その他案件�

　　〃      人事案件�

議員提出の条例案件�

意見書�

決議書�

件数�

33件�

43件�

12件�

1件�

5件�

4件�

1件�

1件�

請願�

可決�
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会期中の主な動き�
・県が策定する基本的な計画に対して議会の議決を義務づける「和歌山県行政に係る基本的な
計画の議決等に関する条例」が議員提案され、可決されました。�

・本会議では19名の議員が質問しました。主な質問とこれに対する知事や関係当局の答弁は
次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要約抜粋）�

�

知事説明要旨�
　仁坂知事は、議案説明に先立ち、平成19年度当初予算編成について、「県
民一人ひとりの声を受けとめることをすべての出発点に、『和歌山をいかに
元気にするか』を命題として、厳しい財政状況の中、人件費総額の削減や事
業の見直しなど様々な取組を行い、捻出した財源を、『談合の再発防止』『職
づくり、人づくり、地域づくり』『安心安全の確保』『和歌山の美しさを活
かした観光の振興』『楽しい和歌山の実現』の5つの目標達成に向けた施策に、
可能な限り重点的、効率的に配分した」と述べました。�

１９
年
度
予
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
て
、
県

民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。�

　
　
行
政
の
み
で
解
決
が
困
難
な
分
野
に
ま

で
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
説
明
責

任
と
い
う
観
点
か
ら
必
ず
し
も
適
当
で
あ
る

と
考
え
て
い
な
い
。
今
後
の
方
向
を
示
す
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
策
定
す
る
長
期
総
合
計
画
の
中
で
、

必
要
に
応
じ
て
県
政
の
目
標
も
示
し
て
い
く
。�

�

南
北
格
差
是
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
紀
南
の
再
生
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。�

　
　
鉱
工
業
の
成
長
や
企
業
誘
致
に
加
え
、

地
域
の
強
み
で
あ
る
豊
富
な
農
林
水
産
物
と

観
光
資
源
の
付
加
価
値
を
高
め
、
広
く
売
り

出
す
こ
と
が
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
既
に
色
々
な
施
策
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
時
に
、
高
速
道
路
の
紀

南
延
伸
、
県
内
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を

重
点
的
に
進
め
、
関
西
の
大
都
市
圏
と
の
時

間
距
離
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
を

図
り
た
い
。�

�

安
心
・
安
全
と
安
定
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
安
心
感
あ
る
生
活
、
安
全
が
確
保
さ
れ

た
生
活
、
そ
し
て
、
職
場
確
保
に
よ
っ
て
将

来
に
夢
と
希
望
を
持
て
る
安
定
し
た
生
活
を

県
民
に
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
行
政
の
課
題

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。�

　
　
同
感
で
あ
り
、
「
和
歌
山
を
元
気
に
」
す

る
た
め
に
、5
つ
の
目
標
を
柱
と
し
て
、
県
民

の
幸
せ
の
た
め
に
、
自
ら
の
責
任
を
も
っ
て

政
策
の
方
向
を
決
定
し
、
県
職
員
の
先
頭
に
立
っ

て
県
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。�

�

昨
年
の
不
祥
事
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

　
　
癒
着
を
断
つ
姿
勢
を
示
す
た
め
、
建
設

業
界
か
ら
の
選
挙
支
援
・
政
治
献
金
を
断
る

つ
も
り
は
な
い
か
。�

　
　
県
民
か
ら
疑
い
を
も
た
れ
る
よ
う
な
関

係
に
な
る
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
が
一
番

大
事
だ
と
考
え
、
改
善
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

あ
と
は
、
政
治
資
金
規
正
法
等
の
関
係
法
令

に
照
ら
し
て
、
適
正
に
処
理
す
れ
ば
よ
い
と

考
え
る
。�

�

紀
の
国
森
づ
く
り
税
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
県
の
森
林
や
里
山
の
環
境
の
現
況
認
識
と
、

本
税
の
目
的
や
必
要
性
、
意
義
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。�

　
　
放
置
さ
れ
荒
廃
が
進
む
人
工
林
や
里
山

の
現
況
は
、
憂
慮
す
べ
き
こ
と
と
認
識
し
て

お
り
、
県
民
が
森
林
環
境
の
現
状
を
理
解
し
、

守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
を
高
め
る
う
え
で
、

意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
用
途
は
、
森
林

環
境
の
保
全
と
啓
発
、
県
民
の
安
心
安
全
に

繋
が
る
取
組
が
重
要
と
考
え
る
。�

�

市
町
村
合
併�

　
　
１
次
合
併
後
の
検
証
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。�

　
　
合
併
直
後
は
、
臨
時
的
に
歳
出
が
多
く

な
る
一
面
も
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
導
入
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
や
地
域
資
源
の
売
り
出
し

な
ど
、
既
に
合
併
効
果
が
現
れ
て
い
る
団
体

も
あ
り
、
財
政
効
果
に
つ
い
て
も
今
後
徐
々

に
現
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
合
併
新
法
の
期
限
は
平
成
２２
年
3
月
末
。

現
在
の
県
下
の
検
討
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。�

　
　
「
和
歌
山
県
市
町
村
合
併
推
進
構
想
」
で

示
し
た
地
域
で
、
県
も
参
加
し
て
地
域
の
課

題
や
将
来
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
地
域
に
お
け
る
気
運

の
醸
成
と
、
住
民
も
交
え
た
活
発
な
議
論
の

喚
起
を
図
り
、
法
期
限
も
見
据
え
、
積
極
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。�

�

県
立
医
大
紀
北
分
院
の
充
実
　
　
　
　
　

　
　
紀
北
分
院
に
対
す
る
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。�

　
　
脊
椎
・
脊
髄
セ
ン
タ
ー
や
緩
和
ケ
ア
等

の
専
門
セ
ン
タ
ー
な
ど
新
機
能
の
充
実
を
盛

り
込
ん
だ
「
紀
北
分
院
整
備
基
本
計
画
」
を

踏
ま
え
、
現
地
で
建
て
替
え
を
進
め
る
た
め
、

予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
地
元
や
関
係
者
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。�

�

関
西
国
際
空
港
陸
上
ル
ー
ト
の
導
入
　

　
　
現
在
の
海
上
ル
ー

ト
は
迂
回
す
る
た
め
、

余
分
な
時
間
や
燃
料

が
必
要
で
あ
る
。
陸

上
ル
ー
ト
の
実
現
を

積
極
的
に
働
き
か
け

て
は
ど
う
か
。�

　
　
現
在
管
制
運
用
の
安
全
上
、
伊
丹
空
港

運
用
終
了
後
の
6
便
に
つ
い
て
、
１０
分
の
時

間
短
縮
を
図
る
陸
上
ル
ー
ト
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
利
便
性
が
高
く
使

い
や
す
い
空
港
と
な
る
よ
う
積
極
的
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。�

�「
女
性
は
産
む
機
械
」
発
言
に
つ
い
て�

　
　
少
子
化
問
題
を
女
性
個
人
の
問
題
に
す

り
替
え
、
産
み
た
く
て
も
産
め
な
い
国
に
し

て
き
た
行
政
の
無
策
を
許
容
す
る
許
し
難
い

発
言
で
あ
る
が
、
知
事
は
ど
の
よ
う
に
感
じ

た
か
。�

　
　
女
性
の
尊
厳
を
著
し
く
損
な
う
よ
う
な

発
言
で
、
極
め
て
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。�

�

障
害
者
自
立
支
援
特
別
対
策
　
　
　
　
　

　
　
国
は
利
用
者
負
担
の
軽
減
な
ど
特
別
対

策
を
行
う
と
発
表
し
た
が
、
県
内
で
実
施
さ

れ
る
主
な
対
策
は
ど
う
い
う
も
の
か
。�

　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
新
体
系
に
移
行
す
る
た
め
の
施
設
改
修

等
の
基
盤
整
備
支
援
、
直
ち
に
新
体
系
へ
移

行
で
き
な
い
小
規
模
作
業
所
等
へ
の
経
過
的

な
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。�

�

看
護
師
確
保
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
正
看
護
師
養
成
の
野
上
厚
生
病
院
附
属

看
護
専
門
学
校
が
開
校
す
る
が
、
県
と
し
て

ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。�

　
　
開
校
に
あ
た
り
看
護
教
員
の
確
保
や
県

立
養
成
所
で
の
教
員
研
修
の
受

け
入
れ
な
ど
支
援
し
て
き
た
。

今
後
も
円
滑
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
　

　
　
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
、
安
全
・

安
心
な
毎
日
の
生
活
を
保
障
す
る
学
童
保
育

の
な
お
一
層
の
増
設
を
進
め
、
質
的
向
上
に

努
力
し
て
ほ
し
い
。�

　
　
「
紀
州
っ
子
元
気
プ
ラ
ン
」
の
目
標
で
あ

る
平
成
２１
年
度
ま
で
に
1
4
0
箇
所
を
設
置

す
る
た
め
、
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
く
。�

�

企
業
誘
致
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
１８
年
度
に
1
0
0
億
円
の
誘
致
奨
励
金

制
度
や
1
0
0
0
社
訪
問
な
ど
の
方
針
が
打

ち
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
と
今
後
の
方
針
、

体
制
な
ど
の
取
組
は
。�

　
　
奨
励
金
増
額
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
と
積
極

的
な
企
業
訪
問
に
よ
り
、
4
社
5
工
場
の
進

出
が
決
定
し
て
い
る
。
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
は
、
現
在
策
定
中
で
あ
る
。
本
年
度
よ
り

企
業
立
地
局
を
新
設
し
強
化
し
た
。
来
年
度

か
ら
は
市
町
村
と
の
連
携
を
図
る
一
環
と
し
て
、

職
員
の
受
け
入
れ
も
検
討
し
て
い
る
。�

�

ミ
カ
ン
対
策
　
　
　
　
　
　
　�

　
　
最
適
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
、

生
産
調
整
の
強
化
を
進
め
、
適
正
な
生
産
量

へ
の
早
急
な
誘
導
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

対
策
は
。�

　
　
よ
り
一
層
品
質
を
重
視
し
た
生
産
構
造

へ
の
転
換
を
図
り
、
銘
柄
産
地
を
維
持
す
る

こ
と
が
、
な
に
よ
り
重
要
と
考
え
る
。�

　
　
ミ
カ
ン
販
売
強
化
の
課
題
で
あ
る
首
都

圏
で
の
シ
ェ
ア
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ

の
た
め
に
、
新
年
度
も
積
極
的
な
県
の
取
組

を
期
待
す
る
。�

　
　
地
元
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
加
工
業
者
の
方
々

と
農
産
物
を
高
く
売
る
方
法
や
付
加
価
値
を

付
け
た
加
工
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
首
都

圏
の
販
売
に
も
一
層
力
を
入
れ
、
先
頭
に
立
っ

て
セ
ー
ル
ス
し
て
い
く
。�

�

和
歌
山
市
内
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
　

　
　
県
都
和
歌
山
市
に
お
け
る
道
路
整
備
の

あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。�

　
　
和
歌
山
市
に
お
け
る
主
な
都
市
計
画
道

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
く
形
成
す
る
よ
う
、

市
と
連
携
し
な
が
ら
、
重
点
的
か
つ
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。�

�

い
じ
め
・
不
登
校
の
対
策
　
　
　
　
　
　

　
　
い
じ
め
が
原
因
に
よ
る
児
童
生
徒
の
自

殺
が
相
次
い
で
い
る
が
、
県
の
対
策
は
。�

　
　
早
期
発
見
、
早
期
対
応
の
た
め
の
指
導

の
手
引
き
を
全
小
中
学
校
に
配
布
し
た
。
２４

時
間
対
応
の
相
談
電
話
設
置
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
子
ど
も
と
親
の
た
め
の
相
談

員
等
の
拡
充
な
ど
相
談
体
制
を
充
実
し
た
。

ま
た
、
１９
年
度
か
ら
落
ち
着
い
た
学
習
環
境

づ
く
り
の
た
め
の
「
問
題
行
動
対
策
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
配
置
す
る
。�

�

第
７０
回
国
民
体
育
大
会
　
　
　
　�

　
　
平
成
２７
年
に
予
定
し
て
い
る
和
歌
山
国

体
に
向
か
っ
て
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。�

　
　
本
年
3
月
に
本
県
開
催
の
「
内
々
定
」

を
受
け
、
平
成
２２
年
に
は
「
内
定
」
、
平
成
２４

年
に
正
式
「
決
定
」
を
受
け
る
運
び
に
な
っ

て
い
る
。
実
施
に
向
け
、
準
備
委
員
会
を
設

立
す
る
な
ど
組
織
体
制
を
整
え
る
計
画
で
あ
る
。�

�


